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123　　　　1・－111－・xineによる血小板標識の検討およ

びその応用
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　現在血小板回転にはCr－51が最も広く用いられてい

るが、血小板臓器分布のイメージングに適さず、また

標識率も低いという短所を有している。1976年Th・ku　r

らがln－lll－・xineにて血小板を標識し、非常に高い標

識率が得られる事を報告して以来、1・－111は血小板臓

器分布のイメージングに適した173KeVおよび249KeVの

「線エネルギーと血小板寿命の測定可能な2・8日の半

減期を持つ核種として注目されている。今回我々はIn

－ 111－・xi・・によるヒト血小板標識に関する基礎的検

討及びそれによるラット血小板回転を行ったので報告
する。

　1・－111－・xineはTh・k・・らの方法を1部改えて作製し

た。In－111－・xineによる血小板標識の基礎的検討とし

て、標識率に対する血小板の洗浄の有無、標識時間、

温度、血小板数の影響と1・－111－・xine標識血小板を連

続洗浄し、1・－111－・xineの溶出の程度を調べた。また

これらの結果をもとにしてラットの血小板回転を行っ
た。

　血漿をとり除くため血小板を生食水にて洗浄した場

合の標識率は約71％で血小板濃厚血漿のまま標識した

場合の約32％に比し高値を示した。室温22°Cにて標識

時間を変化させた場合の標識率は標識時間10分で最大

値70％に達し、以後標識時間を延長しても同様の結果

を得た。標識の際の温度を4　CU、22°C、37℃の条件で

行ったところ4°C、22‘℃　，37℃の順に標識率は上昇し

た。血小板数を変化させて標識率を調べると血小板数

の増加とともに標識率は上昇した。In－111－・xine標識

血小板を生食水にて連続洗浄すると1・－111－・xineの有

意な溶出は認められなかった。これらの基礎的検討の

結果をもとにして行ったラットの血小板寿命は約4日

で、Cr－51法による結果とよく一致した。シンチレー

シ。ンカメラによる血小板臓器分布の観察では肝に最

も強い取り込みを認め、またテレピン油にて炎症を起

こさせた右下肢への血小板の集積がシンチレーシ・ン

カメラにて観察された。その後解剖し放射能を測定す

ると炎症のある右下肢は注入総放射能の2．1％、対照

として生食水を注入した左下肢はo・6％であった。

　　In－111－・xin・は血小板をよく標識し、血小板寿命測

定および臓器分布のイメージングに適していた。今後

血栓の部位診断およびその成立機序の検索にも応用で

きるものと考えられる。

　　　Having　it8　probable　clinical　apPlication　to

cancer　diagno8i8　in　mind・　ly皿phocytes　from　the　peri－

pheral　blood　and　spleen　were　harvested　from　BCG●
iunmunized　rabbit。，1。b。1。d　。ith川1。．。。i爬，。nd

were　transfused　int：o　tuberculin－po8itive　guinea　pig8

intraperitoneally．　The　guinea　pig8　were　8en8itized

with　heat－killed　BCG　in　Freund　adjuvant．　The　amount

of　radioactivity　was　100｝ユCi　per　pig．　The　number　of
lymphocytes　in　the　injectate　waB　2・7－4xlO7　cel18．

They　were　8cintigraphed　24　hr　later・　and　autopsied

and　8pecimens　賀ere　taken　from　the　8kin　of　referenee

a8　well　a8　0f　tuberculin　reaction　which　had　been

induced　by　an　injection　of　PPD．　The　lyロphocyte　admi－

nistration　was　carried　out　at　24　hr　po8t－PPD　when

the　reaction　eonsisted　of　local　reddne88　and　swell●

ing　with　central　induration・　　The　tis8ue　radioacti－

vity　relative　to　blood　radioactivity　was　estimated：

The　blood　lymphocytes　and　spleen　lymphocytes　were

both　capable　of　8epo8iting　at　the　sit：e8　0f　tuber－

culin　reaction・　The　radioactivity　ratio　of　the

tuberculin　8ite　to　the　normal　reference　was　3・62

＋　1．03　for　the　blood　lymphocytes　and　3．10　◆　0．59　for
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the　8Pleen　lymphoeytes・　　The　tuberculin　reaction

site8　were　visuAlized　by　the　scintigraphy・　　Thus，

the　results　were　satisfact。ry，　and　expeτi㎡ent8　are

being　undertaken　in　other　for皿8　0f　immune
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